
縄救 2026 計画書 
「縄救」は⽇本で唯⼀の初級・中級者対象のロープ救助競技会です。ロープ救助技術の腕

試しと、技術交流の場として、2016 年から開催されています。競技で勝つ事が⽬的ではな
く、他のチームの競技を⾒て学び、評価し、技術の向上や交流を深めるための場として、
運営されています。 
今回は、沖縄県での開催となります。災害対応⼒の向上を⽬指していきましょう！ 

 
 

⽇ 程／場 所 
02/14（⼟） イオン南⾵原店（沖縄県島尻郡南⾵原町） 
02/15（⽇） ユインチホテル南城（沖縄県南城市） 
 
主催 
縄救実⾏委員会 
 

後援 
調整中 
 
※協賛企業・団体は最終ページに記載しております 
  



スケジュール（案） 

2 ⽉ 14 ⽇ 
時間 項⽬ 内容 
09:00 ⾒学者・チーム⼊場開始 ⾃由にご⼊場ください 
09:30 チーム受付開始 

資器材点検 
受付、要救体重測定 
資器材を展開し点検を受ける 

11:00 開会式  
12:30 競技開始  

消防グッズ販売ブース、資器材販売・展⽰ブース、キッチンカー 
17:00 競技終了 各チームは撤収にご協⼒ください 
19:00 懇親会＆発表会  

 
2 ⽉ 15 ⽇ 

時間 項⽬ 内容 
09:00 課題開始  

消防グッズ販売ブース、資器材販売・展⽰ブースキッチンカー 
16:30 撤収開始 各チームはご協⼒ください 
17:00 競技終了  
19:00 表彰式  

 

チーム編成について 
計７名の１０〜１２チーム 
・隊⻑１名、コントローラー１名（どちらも専任、途中交代不可） 

・隊員４名 

・要救１名（65kg 以上、隊員と兼務させる場合は必ず交互に出場すること） 

 
競技⽅法 
全チーム⼀⻫に各課題を周回する形で実施します 
 
評価⽅法 
各チームからの評価者（コントローラー）による採点・評価 
※コントローラーについても、運営スタッフからの評価を受けます 

  



資器材、装備について 
①個⼈装備 
ヘルメット 登⼭⽤または⾼所作業、救助⽤ 
ハーネス 墜落制⽌⽤器具の規格に適合したフルハーネス 
ＰＰＥなど マスク、⼿袋、ヘッドライトなど適宜 
⾬具 ⾬天決⾏です 
救急セット 軽い傷病は各チーム内で⾃⼒処置お願いします 

 
②ロープ資器材 

・資器材はブース間の運搬を考慮してください 
・種類・質・量についての制限はありませんが、摩耗・変形している物は使⽤できません。 
・出場チーム間での貸し借りは原則禁⽌します 
・資器材の事前特売を実施します 

 
各チームが最低限、⽤意すべきロープ資器材 

内容 製品例 最低数量 
下降器 ID、RIG、Clutch、Maestro など 5 

ライフライン器具 ASAP など ※下降器枠とは別に⽤意すること 5 
ロープ 直径 10mm 以上のスタティック・セミスタティック 

※必ず両端に太さ・⻑さ・規格・製造年・バッチNoの記載を 

計 300m 
以上 

登⾏器 ハンドアッセンダーなど 5 
滑⾞  4 

カラビナ ロック付き。 
上記資器材に付属させて使⽤する分をのぞく 

20 

スリング 120cm〜 180cm 程度  10 
救命索 スローライン、スローパウチなど 1set 

ランヤード 墜落制⽌⽤ランヤード（第⼆種、⼆丁掛け） 2 
担架 ⽔平、垂直吊りに耐えうるもの 1 

 
貸し出しについて 
資器材の貸し出しについては、⾏いません。 
なお、企業協賛課題において、貸与された資器材を使⽤していただく場合があります。 
 
資器材特売について 
当選チーム、スタッフには 10 ⽉ごろに資器材の特価販売を実施します。 
  



競技ルール 
①システムは完全な 2 系統となっていること 
・２本のロープは、それぞれが独⽴したシステム（2 系統）となっている事 
・強度の⼤⼩にかかわらず、2 系統である事 

１系統→ツインプーリー、クートネー、アンカープレートの⽳⼀つ、リング、スリング、ロープ 

２系統→適切に結ばれてジャンプされたロープやスリング 

2 系統を必要としない→フルハーネス（ただし、適切に使⽤する） 

・２系統分の資器材を１⼈で操作することは 1 系統とする 
・歩⾏・直⽴可能な⾜場の上、梯⼦、担架は、1 系統 
 

②国内法令に準拠した活動であること 
・ロープランヤード（カウズテール）による墜落制⽌利⽤は原則として禁⽌（減点対象） 
・垂直はしごの登り降りなどは墜落制⽌ランヤード、垂直親綱を使⽤すること 
・安全な⾜場の上で、落下係 0.5 未満であれば、ロープランヤードも有効とする 

（「プログレス」はたるみなし、落下率 0.4 未満がメーカー指定） 
 

③各資器材はメーカーによって許容された使⽤⽅法であること  
・取扱説明書で許可されている範囲内であること 
・そこに含まれない使⽤⽅法の場合、論理的な説明ができること 

→メーカーの禁⽌している使⽤⽅法、指⽰の無視は不可 
・資器材はＣＥ、ＥＮ、ＮＦＰＡ、ＵＩＡＡ規格もしくは国内法に適合していること 

 ・資器材は信頼できる製造者・輸⼊業者・販売業者によって⼊⼿してものであること 
→販売業者の不確かな資器材（例：アマゾンの格安ギアなど）は資器材点検で没収します 

 ・資器材は課題ごとのブースに持ち込むこと。拠点や駐⾞場へ取りに戻る事はできない 
 ・資器材点検を受けていない資器材を持ち込んだ場合、その時点でチーム失格とする 
 

④隊⻑、コントローラー、要救 
・隊⻑、コントローラーは交代・兼務できません（出場者変更の場合のみ交代可能） 
・コントローラーは他チームの安全点検や評価を⾏います。⾃⾝も評価の対象となります 

→チーム持ち点 500 点＋コントローラー評価 50 点程度 
・要救助者は装備無しで 65kg 以上、満たない場合、⾃前のウェイトで調整する 
・要救助者はチームメンバーと兼務で、２名まで登録可能。その場合、必ず交互に出場すること 

→課題を⾒て出す選⼿を替えるのはナシ 
・要救助者にも登はん・降下・登梯・その他、最低限の活動能⼒が必要です 

 
詳細はリーダー・コントローラーミーティングにて 

 
  



縄救 歴代優勝チーム 
 
第 1 回 縄救 2016 兵庫県神⼾市 優勝：KR2 （岡⼭県倉敷市） 
 
第 2 回 縄救 2017 ⼤阪府豊能町 優勝：NR（兵庫県⻄宮市） 
 
第 3 回 縄救 2018 兵庫県神⼾市 優勝：Keep it Simple（岩⼿県⼤船渡市） 
 
第 4 回 縄救 2019 静岡県⻑泉町 優勝：NR（兵庫県⻄宮市） 
 
第 5 回 縄救 2020 兵庫県三⽊市 優勝：NR（兵庫県⻄宮市） 
 
第 6 回 縄救 2021 関⻄⼤会 兵庫県神⼾市 優勝： ACTIVE KOCHI（⾼知県⾼知市） 
 
第 7 回 縄救 2021 関東⼤会 静岡県⻑泉町 優勝：FTR（静岡県袋井市） 
 
縄救×SPEC2022 島根県益⽥市 優勝：G-7 （島根県江津市） 

 
第 8 回 縄救 2023 静岡県浜松市 優勝：FATT （⼭梨県富⼠五湖） 
 
縄救×SPEC2023 島根県益⽥市 優勝：HR-min（島根県浜⽥市） 

 
第 9 回 縄救 2024 愛知県豊⽥市 優勝：UP-STATE（群⾺県、⻑野県） 
 
縄救×SPEC2024 島根県益⽥市 優勝：SMART（島根県益⽥市） 

 
第 10 回 縄救 2025 三重県伊勢市 優勝：KYOTO REVO（京都府福知⼭・京丹後市） 
 
 縄救×SPEC2025 島根県浜⽥市 優勝：？？？ 
 
第 11 回 縄救 2026 沖縄県 優勝：？？？ 
  



チーム募集 
縄救 2026 のエントリーチームを募集します。計画書をよく読んでいただき、会の趣旨や

運営⽅針、スケジュールと計画に賛同と承諾をいただける場合、ぜひ応募してください。 
 
参加要件 
官公庁、⺠間を問わず１８歳以上の健康な男⼥ 
 
募集期間 
9 ⽉ 15 ⽇〜23 ⽇ 
 
チーム予定 
11 ⽉ 02 ⽇ スタッフ・リーダー・コントローラーミーティング ※オンライン参加も可能の予定 

 

参加費⽤ 
1 チーム 10万円 
 
宿泊および⾷事の指定 
会場となるユインチホテル南城に宿泊となります。 
朝⾷・懇親会費込み⼀泊 13,000円程度の予定です。（アルコール別途） 
 
懇親会、表彰式への参加について 
懇親会では各チームにアピールタイムを設けます。 
表彰式については、参加したチームにのみ、賞品の授与が⾏われます 
 
チーム選定要件 
応募チーム多数の場合、選考を⾏います。 
その際、下記の条件をポイントとして考慮します。 
・公費、公務での参加 
・本部の公認（本部名公表可） 
・単⼀本部でのチーム 
・救助服・活動服での競技可 
・過去の縄救へのスタッフ参加歴 
・他⼤会にエントリー中ではないこと 
・その他、アピールポイントがある場合 

※申告に誤りがあった場合、参加を取り消す場合があります 
 

チームエントリーフォーム https://x.gd/rYXZA



スタッフ募集 

⼤会の企画、運営、進⾏を共にやっていくスタッフを募集します。縄救の⼤会理念に賛同
していただける⽅々の参加をお待ちしております。 
 
スタッフ活動予定 
10 ⽉ 31 ⽇ スタッフミーティング＆トレーニング（↓極⼒どちらかは参加） 
11 ⽉ 01 ⽇ スタッフミーティング＆トレーニング（両⽇参加も歓迎！） 
11 ⽉ 02 ⽇ スタッフ・リーダー・コントローラーミーティング 
 
12 ⽉ 08、09、10 ⽇ 課題トライアル（可能な限り参加） 
2 ⽉ 13 ⽇ 前⽇準備 
 
スタッフ職務内容（共通） 
・⼤会の計画、内容についての検討や考案、決定 
・⼤会会場の準備、設営や撤収 
・競技想定の考案、検証、試⾏ 
・⼤会当⽇の運営、進⾏、安全管理、チームの誘導など 
 
技術スタッフ職務内容 
・課題想定の試⾏（トライヤル） 
・チームへの想定付与、課題進⾏ 
・課題想定の設営や安全管理 
※技術スタッフについては、11 ⽉ 12 ⽉の事前会合に参加された⽅を優先して編成します 
 
 
スタッフ特典 
・交通、宿泊の補助 
・スタッフ向け特価販売 
 
 

スタッフ応募フォーム https://x.gd/xV58b 


